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はじめに

　 一 口にことば遊び といって も,そ の定義は容易ではない。 日本語によること

ば遊びだけで も,逆 さことば,早 口ことばなど言葉の音面を利用 した遊びか ら,

なぞなぞの ように意味の面 を利用 した もの,あ るいは洒落,語 呂合わせ,地 口

など,意 味 と音のす り違えを利用 した ものなど,す ぐ思いつ くものだけでも数

多い。 このほか,言 葉を用いた遊びを広義 にとらえると,川 柳や俳句など文学

の部類に入れ られるもの との境界ははっきりしな くなって くる。

　 これ らの うち,早 口ことば,謎 など,こ とば遊びの形式のいくつかは言語や

文化にそれほど束縛 されず現れると考えられるが,そ の内容や手法の詳細 とな

ると文化や言語 に強 く支配 されていることは言 うまで もない。さらに漢字の字

遊びや語呂合わせ による数字暗記法など,遊 びの形式や ジャンル 自体が他には

それほど見 られないもの も多い。

　 しか し異言語によることば遊びはこの ような点で異なるだけでな く,し ばし

ば説明されたあとで も,面 白さが非常に理解 しに くい場合がある。謎一つをと

っても,我 々の社会 と,い わゆる未開社会では,ユ ーモアの意識にも大 きな違

いがある[VIRTANEN　 1972:220]こ とも指摘 されている。これは,ユ ーモアの

意識が言語習慣や文化 ・社会制度 と深 く結びついていると同時 に,独 特のユー

モアのコー ドが存在するため とさえ思える。

　 これと幾分同様のことが,大 人のことば遊びと子供のことば遊びを比べてみ

た場合 にいえるようである。たとえ同 じ言葉を用いた場合であって も,大 人の

ことば遊びを子供が用いるとは限らぬ し,子 供の間で愉快で面白い と思われて

いるものが大人にとって必ず しもお もしろい とはいえない。ことわざやたとえ

を子供が用いないの と同 じように,「 てぶ くろ」を逆に言わせて相手を叩 く権利

をえたと喜ぶ大人 もいない。また 「あ一ぶ くたった一煮えたった,煮 えたかど
一だかたべてみよ,む しゃむ しゃむ しゃ」 と,意 味の分からない文句を幾度 と

な く繰 り返 し有頂点になっている子供のすがたを見 ることもある。 このような

子供の ことば遊びの例 を見ていると,子 供には大人とは異なるユーモア と言葉

にたいする感覚があると考えざるをえない場合がある。

　 ここに事例 として取 り上 げるフィンラン ドの子供のことば遊びでは,い くつ

か代表的な ものの例 を挙 げ,以 上の ような観点か ら若干の検討を加えたい。子

供の遊びには,定 型化 した言葉 を伴 うものが多いが,そ れ 自体が遊びの要素を

もつことがあるため,言 葉のみによる遊び とは特 に区別 しない。
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1.フ ィンランドの子供とことば遊びの研究

　フィンラン ドにおいて,家 庭あるいは戸外で も常に親や保護員の監視下にあ

った幼児期 を離れた6,7歳 の子供たちの代表的な遊び場は住居の周囲の庭 と

学校である。それぞれで子供たちは,遊 びの集団を形成 し,遊 びの文化 を築い

てきた。学校においては学年,男 女別に集団が形成されるが,特 に性による集

団の分化はそれぞれの遊びに重要 な意味 を与えている。庭の遊び集団において,

その単位は近隣の子供たち同志で,6,7歳 から12歳 までの異年層によって構

成され,が き大将や年上の ものが威張 り,下 の ものはいいようにされながらも,

豊かな子供文化が連綿 と継承 されて きた場で もある。

　このような集団は遊びの主体であると同時に,子 供にとっては周囲の大人の

世界 とは独立 した,あ るいはそれ と対抗する子供の世界 も作 りあげている。家

庭あるいはその周囲において,子 供たちは両親,隣 人の小言,叱 責にさいなま

れ,学 校では規則 に縛 られ教師には頭が上が らない。そ して全てを通 して見 え

てくるのは,子 供 たちを訳な く従わせ ようとする社会の道徳や,警 察,学 校,

教会,金 持 ちなどの権威である。子供たちの世界で,か れ らの可能な反抗がこ

れ らに向けられるのは当然である。

　子供たちの言葉 を用いた遊び も,こ の ような場での遊びのなかで伝承されて

きた。 しか し遊びの単なる付随物 としてではな く,多 くの遊びでは不可欠の要

素 としての位置を占め,ま たその脈絡のなかで面白さをか もしだ しているため

(例えば鬼決め歌一鬼に当た りた くない というス リルがあって初めて面 白さが

うまれる),純枠 に意味 と音その ものの もたらすお もしろさを楽 しむことば遊び

のみを,他 から切 り離 し取 り出すのは容易なことではない。

　フィンランドにおいて,こ とば遊びの うち一般的な謎,こ とわざや韻文伝承 と

して重要視 されてきたわ らべ歌,子 守歌などの採集は,他 の口頭伝承 と同様 に早

くから行なわれて きている。 しか し特 に子供の伝承 としてのことば遊びの本格

的な収集が始められたのは,1969年 にフィンラン ド文学協会 口頭伝承資料保管

所が全国の中学校 の生徒 を対象にして行なった調査,お よびこれ と前後 して行

なわれたヘル シンキ大学口頭伝承学科の学生 による調査以降である。これらの

調査では,こ とば遊びは子供のほかの遊びから切 り離すことのできない もの と

して扱われている。子供の ことば遊びを単に,口 頭伝承 としてではな く,子 供

にとって日常の最 も重要な部分 を占める活動である遊び という広い視野か ら,

研究対象 とするには,こ とば遊びを,常 にそれを用いる子供 たちとそれをとり
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ま く周 囲 との 諸 関 係 に お い て と ら え る こ とが 前 提 と な っ て くる。 したが っ て,

フ ィ ン ラ ン ドで は,い わ ゆ る伝 統 的 口頭 伝 承 研 究 が 怠 っ て きた,伝 承 の 場,話

し手 と受 け 手 の 相 互 関 係,心 理 的 作 用 と い っ た もの の記 録 ・分 析 が,当 初 か ら

注 目 され て き て お り,子 供 の こ とば 遊 び 研 究 は 口頭 伝 承 学 の ほ か に,心 理 学,

社 会 学 の 視 点 を 加 え た厚 み の あ る もの と な っ て い る。

　 言 葉 に よ る伝 承 は一 般 に そ の ジ ャ ンル,内 容,そ して それ らが 演 じ られ る状

況 や機 能 に よ っ て 分 類 され う る。 い っ ぽ う遊 び と い う広 い観 点 か らの 子供 の こ

とば 遊 び の 分 類 は,そ れ ら を伴 う活 動 に よっ て 行 な わ れ て きて い る[SANCHES

&KIRscHENBLATT-GIMBLETT　 1976:66-67]。 オ ー ピー(Opie)夫 妻 が1950年

代 イ ギ リス の 子 供 の こ と ば遊 び を幅 広 い調 査 に よ り ま とめ たThe　 Lore　 and

Language　 of　Schoolchildren[OpIE&OpIE　 1967]で は,そ れ らを伴 う遊 び の

形 態 ご と に,17の 項 目 に分 類 して い る。上 に 述 べ た フ ィ ン ラ ン ドの調 査 の 結 果

と して発 表 さ れ た ヴ ィル タ ネ ン(LVirtanen)のAntti　 Pantti　 Pakana[VIR-

TANEN　 1972]で は,　Opie夫 妻 の 分 類 を簡 素 化 し,大 き く次 の よ うに 分 類 して

い る。 庭 で の 遊 び,ひ っ か け 遊 び,か らか い 遊 び,押 韻 こ と ば の 遊 び,パ ロデ

ィー 遊 び,遊 び こ とば,お 化 け話,呪 い ・迷 信 。 こ こで は,Virtanenの 分 類 を

参 考 に した が,比 較 的 短 い 定 形 化 した もの を こ とば遊 び と して取 りあ げ る ため,

散 文 伝 承 に属 す る お 化 け 話 をの ぞ き,そ の 代 り子 守 歌 ・あ や し歌 を分 類 項 目 に

加 え た 。 ま た,各 項 の 定 義 とこ とば 遊 び の 分 類 もVirtanenの もの と若 干 異 な

っ て い る。 以 下 に,そ れ ぞ れ の 代 表 的 な こ とば 遊 び を 内 容 ・形 式 的 に細 分 して

紹 介 す る(注)。

2.こ とば遊 び

1)子 守歌,あ や し歌など

　一般に大人が,幼 児に向かって,機 嫌を直させ,落 ち着かせ るため歌 って聞

かせ るものである。母親 に抱かれ,あ るいは父の膝で,繰 り返 し聞いた歌 は,

伝わって くる暖かさとともに幼 い心に刻み付 けられる。指遊び歌,膝 ゆす りの

歌 など子供 と大人が参画す る遊び歌や,て ん とう虫の歌 など子供の注意を事物

に引 き寄せ る歌,な だめ,諭 すため繰 り返 し歌 われる歌は,子 供 との伝達の手

段であるとともに,子 供にとっては遊びで もある。子供がよろこび,安 心する

のは,子 供の持つ普遍的な音感を櫟 り,そ れに適応 しているか らであろう。 し

か しそれ と同時に,子 供の中にその言葉の韻律やメロデ ィーの原型も習得され
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て い る可 能 性 もあ る。この 種 の 歌 は大 人 か ら子 供 へ と受 け継 が れ て い く伝 承 で,

子 供 の 遊 び 歌 か ら は区 別 され る こ とが 多 い[OpIE&OpIE　 1967:1,7-8]。 しか

し,子 供 も口真 似 を しな が らお ぼ え,そ れ に したが って 自 ら 口ず さむ こ と も決

して珍 し くな い 。

膝揺すり歌 子供を膝の上で上下に揺らす

Körö körö kirkkoon. papin muorin 

penkkiin 

 ruskealla ruunalla. vaikealta  varsalla. 

mihinkäs mennään, kirkkoon mennään.

Körö körö 教会 へ,

牧 師 の奥 さんの椅 子へ

茶 色 の雄 馬 にの って,臼 い仔 馬 にの って

どこへ 行 くの,教 会 へ行 こ う。

サウナでの湯浴び歌

Repu repu reisiä, 

punaisia poskia, 
Pysy kotona konnan poika 

syö rusaa ruumenia. (KN12)

ゆ らゆ ら,あ ん よ

赤 いほ っぺ

家 に留 まれ,蛙 の子

沢 山 もみが ら食べ な さい。

てんとう虫の歌(て んとう虫を見つけると飛び立つまで歌う)

Lennä lennä leppäkerttu 

ison kiven juureen, 

Siellä sinun isäs, äitis 

keittää hyvää puuroo. (KN39)

飛べ,飛 べ て ん と う虫,

大 きい石 の 下へ,

そ こで はお 前の 父 さん と母 さんが

お い しいお か ゆ を炊 いて い る。

泣く子をあやしながら

Katsos tuota tuhman suuta, 

 kun on liuhan läyhällään. 

Siihen on paha paikka panna, 

ilman on ilkeä pitää. (KN15)

あ の悪 い子 の 口を見 て ご らん

じょうごの 口の よ うにひ らいて る。

蓋 をす るには むず か しい

しな いで お くの もいや な こ と。

　これ らの多 くは,律,押 韻,対 句の点から一般にカ レワラ韻 といわれるフィ

ンラン ドの古代歌謡 と類似 した形式 を備えている。内容は古めか しく,必 ず し

も子供にとって理解可能 とは思 えない ものが多 くある。む しろ規則的な音の流

れと,韻 律を楽 しむ(あ るいは育てる)要 素が多い。この点,次 のグループ と

い くぶん共通 している。
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2)押 韻遊び歌

　言葉の意味内容 より,も っぱら軽快な リズムや言葉の響 き,規 則的な形式の

繰 り返 し,あ るいは,異 常な音の連続 を口にすることだけでも,子 供に楽 しさ

と快感 を与 えていると考 えられる歌がある。押韻の うち脚韻は,特 に好 まれて

いるようである。内容は しば しば,他 愛のないナンセンスなものか ら,子 供に

とって,必 ず しも理解 されているとは思 えない,伝 統的な韻文伝承 と深 いつな

が りをもつもの もある。形式の繰 り返 しや聴覚的な快 さを楽 しむ要素は,他 の

グループに分類 した,数 え歌,占 い遊び,鬼 決め歌など遊び歌 には,重 要な特

徴であるが,こ こでは特 に歌った り,唱 えた りすることが,中 心 となっている

と思 えるものを挙げる。

鎖歌

Oli ennen onnimanni. 

onnimannista matikka. 

matikasta maitopyörä 

 maitopyörästä pökylä... .

昔 長老 が お りま した,

長老 か らた らへ

た らか ら ミル クの輪

ミル クの輪 か ら腐 っ た木株...。

問答歌

Mitä tehtäis? Sika pestäis. 

Mikä sika? Maasika. 

Mikä maa? Isänmaa. 

Mikä isä? Taivaanisä ... (KN57)

何 し よ う。 豚 洗 お う。

何 豚 。 土(maa)豚 。

何 の 国(maa)。 祖(isa)国 。

何 の 父(isa)。 天 の 父...。

数え歌

Mikä yksi? Kirveen silmä 

 Mikä  kaksi?  Kaksi  silmää  päässä  ... 

(KN26)

何 が一。 斧 の 目。

何 が二 。頭 にあ る二 つ の 目_。

曜日歌

Maanantaina myllyyn mentiin, 

tiistaina kotiin tultiin, 

keskiviikkona taikina tehtiin, 

 torstaina leivottiin . . . (KN30)

月曜 日に粉挽 き小 屋 へ 入 った。

火曜 日に家 に帰 った。

水曜 日にパ ン生地 作 った。

木 曜 日にパ ンを焼 いた_。
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3)遊 戯歌

　種々の遊びに伴 う,あ るいはその流れ を導 くための歌がある。遊びを始める

歌,鬼 決め歌,縄 跳び歌など遊びの様 々な段階に応 じて歌 われ,鬼 決め歌など

は,そ れ 自体が緊張 と興奮 を与える遊び となっている。人を順番 に指 しなが ら

歌 う選び歌や縄跳びの調子 をとるための歌は,短 い語による規則的な リズム を

もってお り,頭 脚韻は歌の流れにめ りはりをあたえている。内容は,一 般 には

ある状況を描写 した り,物 の名 をただ挙げつ らねるものか ら,全 く滑稽な もの,

あるいは全 く意味不明の もの まであるが,総 じて遊び とは関係がないことが多

い[VIRTANEN　 1972:150]。 この種の歌 は,個 人が幾つ もレパー トリーに もっ

ており,遊 びやその ときの気分で使い分 けられている。

鬼 決 め歌(一 人 ずつ指 差 しなが ら歌 う。 次 の歌 は殆 ど意 味 をな して いな い)

Enten tenten teelikamenten 

hissun kissun vaapula vissun 

eelin keelin klot 

viipula vaapula vot.  .  . (KN42)

現在の鬼決め歌

UFOが 銀 河 を走 った,

速度 計 は示 した千 と百,

車 輪 が一 つ お っ こち た。

Ufo ajoi linnunrataa. 

mittari näytti tuhatta ja sataa. 

yksi pyörä putosi pois! ... (KN47)

縄跳び歌

L舖ki(で ぶ)先 生 が いい ま した

患 者 に 中 に入 る よ うに,

患 者 に外 へ 出 る よ うに。(KN53)

Lääkäri Läski käski 

potilaan tulla sisälle. 

potilaan painua pellolle

omena(り ん ご)oo,　 ompompompoo,

腐 っ た 所 は あ っ ち へ

omena  oo. ompompompoo, 

pila pala pois! (APP153)

フレー フ レー結 婚 式(と お りゃ んせ の一種)

フ レー フ レー 結婚 式

時 計 は もう十 一時

皇 帝 は宮殿 で 立 って い る。. (LP57)

Huraa huraa häitä, 

kello löi jo ykstoista 

keisari seisoo  palatsissaan.

最後のタイプの歌 を伴 う遊びはフ ィンラン ドでは比較的珍 しく,殆 どが最近
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大 人 の指 導 に よ り広 が っ た か,か つ て の若 者 の 間 で 盛 ん で あ っ た ダ ン ス歌 謡 が

子 供 た ちの 間 に移 っ た もの とさ れ て い る[VIRTANEN　 1981=56]。

4)は やしことば

　相手,状 況な どに応 じて存在す る,冷 やかし,か らか うための言葉は数多い。

いさかいや喧嘩の際に用いられるほか,鬼 ごっこなどには不可欠の文句で もあ

る。 また,他 人 を挑発することで単調な 日常生活に変化を与え,ド ラマチ ック

なものにする役割 も指摘 されている[VIRTANEN　 1972:93]。 一般的な ものに

は,相 手の名や身体的特徴をはやす遊びがある。 また,子 供社会の規範を逸脱

する,告 げ口するもの,大 人につ くもの,ひ いきされるものなどに向けられる

はや しことばもある。内容は簡潔で,形 式 も規則的な韻律を備えているのは繰

り返 し斉唱す るためであろう。

Jarmoと いう名をはやす歌

Jarmo parmo pakana 

istui oven takana, 

äiti luuli kissaksi, 

talloi Jarmon liffaksi. (APP112)

Jarmo　 parmo　 pakana(異 教 徒)

ドア の 後 ろ に 座 っ て た,

母 さ ん は猫 だ と思 い,

Jarmoを ぺ しゃ ん こ に しち ゃ っ た。

太っている子に向かって

Läl läl läl läl läskipää, 

liian lihava lentämään.  (KN50)

Lal　 lal　lal　Ialま ぬ け(頭 で っ か ち)

飛 ぶ に は 重 す ぎ る。

一年生に向かって

Ekaluokkalainen, 

 kävelee kuin nainen.

一年 生

女 の よ うに歩 く。

告げ口した子に

kantelupukki kun kankattaa, 

ope ei rauhassa opettaa saa. 

(APP126)

告 げ 口野郎 がや か ま し く

先生 教 え て い られ な い

けんかの相手に

Joka toiselle suuttuu, 

siltä järki puuttuu (KN52)

怒 りんぼ,

そいつ の頭 は抜 けて い る。

また,こ のグループに属するものの うち異性や異性 とつきあうものをはやす言
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葉は,異 性の認識 と興味の印と見 られる。

Minnaは 結 ぶ 靴 紐 を,

Tommiは 飛 びつ くMinnaの 首 に

Minna se sitoo kengän nauhaa. 

Tommi se hyppää Minnan kaulaan. 

 (KN50)

　 は や し こ とば が,集 団 に よ り,一 定 の 個 人 や 他 の 集 団 に 向 け られ る場 合 は帰

属 意 識 の 強 化 の 手 段 とな る[VIRTANEN　 1972:234]。

5)ひ っかけ遊び

　相手 を種 々の方法で,ひ っかけ,恥 をかかせ る遊びは子供のことば遊びのな

かでは,非 常に豊かな領域である。最 もあ りふれた方法は,勝 手な質問で相手

の誤解や無知を利用 して相手をひっかける遊びである。子供の単純 な論理では

ひ っかけられた ものは,負 けになるが,目 的はむ しろひっかけた ものの自己誇

示 にあることが指摘 されている[VIRTANEN　 1972:70]。

君 の うちで はカ ー テ ン もって るか い?

一 うん
。

一僕 の うちで は(手 で)も た な くて もつ

いて る よ。

Pidetäänkö teillä verhoja? 
-Joo . 
-Meillä ne pysyvät pitämättäkin .

　代表的な ものに,な ぞなぞがあるが,二 重の意味を利用す るもの,相 手 にわ

ざと不快な もの を想像 させ るもの,「 像の冗談」など,論 理的思考 を裏切 るも

のなど種々方法がある。流行性の強いものである点で,日 本で一時流行 った

「かもめの ジョナサ ン遊び」 と通ず る。

鳥 はなぜ 南へ 飛 ぶ か。

一 歩 い てい け ない か ら。

Miksi linnut lentävät etelään? 
-Koska eivät jaksa kävellä . (KT41)

一 番 市 場 大 き い米(riisi)は 何 。

一 ノぐリ　 (Pariisi)

Mikä on suurin riisi? 

-Pariisi .

なぜ 象 は鼠 の葬 式 に行 くか 。

一 鼠 が死 ん だか ら。

Miksi norsu menee hiiren hautajaisiin? 
-Hiiri on kuollut . (KP 83)

それ(se)は 何?

-Seは 小 さい 単語
。(KP 85)

Mikä se on? 

-Se on pieni sana .
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　また,無 知な相手に様々なことを言わせ るように仕向け,恥 をかかせ る遊び

もある。次の例ではsuukkoは 単に音が似 ているだけで,何 の論理的つなが り

もない。

一puukko(ナ イ フ)っ て 言 っ て ご らん 。

‐puukko
o

恋 人 に キ ス(suukko)お や り。

Sano puukko. 
-Puukko 

Anna kullallesi suukko. (KN 50)

というように命じておいて,(Niin minäkin)私も

店 へ 行 っ た 。 一 私 も。

魚 を 買 っ た 。 一 私 も。

魚 は 臭 か っ た 。 一 私 も。

Menin kauppaan. -Niin minäkin. 

Ostin kalan. -Niin minäkin. 

Kala haisi. -Niin minäkin. (APP 81)

君 の 家 は材木 製 か木 製か 。

一 材木 製(tukista=「 髪 を引 っ張 れ」)

Onko talonne tehty tukista vai puusta? 
-Tukista . (APP 75)

(こ う相 手が 答 え る と,相 手 の髪 の毛 を引 っ張 る)

　これらに共通 しているのは,言 語の 日常了解 されている規範や意味を無視 し

て,勝 手に都合の よい ものと結びつける点であるが,ひ っかけられた ものは,

その論理的間違いを指摘 した り抗議 した りしないのが普通である[VIRTANEN

1972:71]。 さらに特徴 として挙げ られるのは,別 個の ものが単なる音の類似 に

より,簡 単に結びつけられることである。

　 自己誇示の点では,冗 談,笑 い話 もこの部類に属す る。これ らには性的,差

別的話題など世間の倫理観 に触れるものが多いが,ほ とんどは大人の ものの受

け売 りである[VIRTANEN　 1972:222]。 これ らを理解 し笑 えるには,一 定の言

語的成熟や現実社会 に対する知識が必要である。 しか し,子 供 にとって,こ れ

らを知 り,話 してみせ ること自体が,無 知の ものに対 して優越感 を感 じる有効

的な手段である。

ジプ シーが駅 で 時計 を売 って い る。(ジプ

シ ーで ない)男 が それ を引 っ た くって逃

げ る。 一仕 入 れ値 でや られ ち ゃ った。

Mustalainen kauppaa asemalla kelloa. 

Valkolainen sieppaa ja vie mennes-

sään. -Meni ostohintaan. (KT 14)

母 さん,本 当に ピザ は こ う して作 るの。

一 黙 って,オ ーブ ンに入 って な。

Aiti, oletko varma, että pizza tehdään 

näin? -Ole hiljaa, painu takaisin

uuniin. (KT24)
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Mies　 meni　 keuhkokuvaukseen.　 Kuva

tuli　 otetuksi　 liian　 alhaalta.

-Keuhkoputki　 oli　 hyva
,　mutta　 keuh-

kopussit　 mitatt6mat.(KT32)

男 が肺 レン トゲ ン撮 影 に行 ったが,下 の

ほ うを とって しまっ た。

一 気管 の ほ うは良 い ので す が
,両 方 の肺

が 小 さす ぎますね え。

　早 口ことば,逆 さことば,真 似 ことばなども,音 の遊びであると同時 に能力

誇示にはよく用いられる。

早ロことば

mustan kissan paksut posket 黒い猫の厚い頬

回文

innostunut sonni (KP 11) い き り立 っ た雄 牛

　真似 ことば。他言語の音構成 を真似ながら,滑 稽 な文 を作る。 日本語の音節

構造をまねたものが多 く,リ ッポネン(Lipponen)で は24例 挙 げられている

[1.IPPONEN　 19�　 ��7]o

日本 語 の靴屋 は 、と 問 いか けて おい て。

hajosiko monosi (KP6) あんたの履物つぶれたか

語頭の音節を入れ替える

Pietari Suuri 

-suutari pieri (KP 11)

ピョ トル 大帝

一靴 屋 が お な ら した

6)パ ロディー(替 歌)遊 び

　よく知 られた歌や詩の替歌。利用されるのは,コ マーシャルソング,賛 美歌,

愛国歌,ク リスマスソングなどのほか情緒的な歌や倫理的な歌が多い。あざけ

りの対象 とされ るのは,歌 その ものの背景にある社会的な権威や道徳のほか学

校,教 師,大 人,車 などである。子供 たちは,パ ロデ ィーによりこれ らの権威

をおとし,反 抗心 を満足 させ ると同時に,歌 うス リルを味わ うこともで きる。

フィンラン ドでも盛んな罵 りことば とともに,口 にす ることで,禁 じられた領

域に立ち入ることは,勇 気の証明で もある。



.・

主の祈りのパロディー

Isä meidän, joka söi viimeisen leivän, 

 hänet tappakaa.  leipä takaisin anta-

kaa. amen. (APP 173)

最 後 のパ ン まで取 った われ らの主 よ,彼

を殺 した まえ,パ ン を返 した まえ,ア ー

メ ン

クリスマスソングの替歌

Joulupuu on varastettu. 

poliisi on ovella. 

joulupukki hirtettynä riippuu kuusen 

oksalla. (APP178)

ク リスマ ス ツ リーが盗 まれ た。警 官が ド

ア にや って来 た。サ ンタ は首 を吊 されぶ

らさが る,ッ リーの枝 に。(元 歌 で は,ツ

リー が で きた。 サ ンタ は ドア にや って来

た。 蝋燭 がぶ らさが る,ッ リー の枝 に。)

自動車のコマーシャルのパロディー

Wartburg-idän ihme, lännen kauhu. 

perästa nousee sankka sauhu (KP23)

ヴ ァル トプル ク(東 独製 車),東 の奇跡,

西の 恐怖,尻 か ら昇 る濃 い煙

　年少の子供の間で最 も普及 している 「ノアおや じ」では,賢 明で善良なノア

おや じが,い たるところで良識 を裏切 る滑稽な行為 をする。形式,内 容 とも単

純でありなが ら,大 人の社会に対す るささやかな反抗がこめられてお りパロデ

ィーの典型 とされている。絶えず新 しいバ リアン トが生まれているが,用 いる

年齢 にしたがい内容の過激度 も増す ようである。

Ukko Noa, Ukko Noa oli kunnon mies. 

Kun hän meni myllyyn, sika puras 

pyllyyn. Ukko Noa, Ukko Noa oli 
kunnon mies. (KN49)

ノアおや じは ま と もな おや じ,

粉挽 き小 屋 に行 った と き,豚 が お尻 にか

みつ い た。

7)秘 密ことば ・遊びことば

　一定の規則に従 い,語 を変形 させ,第 三者 に理解不能のことばをや り取 りす

る。大人のあいだで も見 られ,ま た世界的には行 き渡った現象 らしいが,多 分

に儀式性,あ るいは特定の職業集団の秘密こ とばとしての性格が強かったよう

である[OJANsuu　 1916::1　 ]。子供の場合 は,秘 密の内容を伝達することよ

り,第三者への嫌が らせや集団への帰属意識強化 に重点がある。Ojansuuは フィ

ンランドの秘密ことばの形式 として,三 つのタイプ を挙げている。1)語 の問の

音を入れ替える。2)一 定の接辞を語頭や語末 あるいは語の全ての音節の間には

さむ,3)語 の音節を入れ替える[OJANsuu　 1916:85-89]。 実際は,こ れ らの

組み合わせや多 くの接辞により,バ リア ントは限 りない。
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 ponnaan meis (mennään pois) (あ っちへ 行 こ う)

 konamintti koinsöntti komenanontti. 

(minä söin omenan)

(私 は りん ごを食 べ た。)

8)行 動に伴うことば

　子供 たちの行為のなかには,一 定の歌や文句に伴われるものがある。あるも

のは,季 節ごとに繰 り返す行事であり,あ るものは日常,非 日常の行為である

が,子 供 にとっては重要な ものである。エイプ リルフールに誰かをひっかける

際に唱 える文句は季節の行事の行為を導 くものであり,水 につかった り,坂 を

櫨で滑 り降 りる際の掛け声 は,遊 び歌 と同様 に種 々の行為に勢いをつける効力

がある。

水につかる時の掛け声

 Yks kaks kolme, istu isän polvel! 

Äiti sanoi : Älä istu! 

Isä sanoi: Istu vaan! (KN55)

一
,二,三,父 さん の膝 に座 れ,

母 さん は言 う,座 った らだめ,

父 さん は言 う,座 ってい い よ。

　挨拶,感 謝,要 求,約 束など日常の行為に伴 う文句は,様 々な状況における

子供の行為に一定の枠 を与え,相 互関係 においてい くらか緩衝的役割 も果た し

ている。特に子供の間で交わされる物のや りとり,約 束,真 実の断言に伴 う文

句は,子 供の言葉による表現能力の不足 を補い,あ るいはそれに替わる儀式的

な性格 を帯びた もので,そ れ 自体言語行為 といえよう。

他人のものをねだる歌

Kuru kuru kuppiin. 

vaivaisen vattiin! 

Joka köyhälle antaa 

se pääsee taivaan rantaan (KN36)

kuru　kuruコ ップへ

不 自由 な もの の容 器 へ

貧 しい もの にあ た え る と

天 国 に行 け る

他言を禁止する歌

Sip sip sirakoille, 

toinen puoli torakoille, 

Elä sano torakalle, 

torakka lyöpi korvalle! (KN39)

Sip　sipニ シ ンへ

他 方 はご きぶ りへ

ご きぶ りに言 うな

ご きぶ りは横 ツ ラを ひ っぱた くそ
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9)呪 い ・予 言 ・占 い 歌

　子供 たちは様々な状況に応 じて,危 険の回避や幸運 を願う呪い(指 の十字架,

四葉のクローバー,親 指 を立てる)に よる傾向があるが,文 句を唱えることも

多い。これらも,言 葉による一種の行為である点において,上 のグループにふ

くめることも可能である。水にはいるまえ,水 の精 を追うため歌 う歌,大 きい

魚が釣 れることを願 う歌,好 天 を願 う歌等がある。

水の精を追う歌

Hyi näkki maalle, minä järveen. 

Näkki rautaa raskaampi, 

minä lehteä keveämpi. (KN32)

Hyi,水 の主 は陸へ,僕 は水 へ。

水 の主 は鉄 よ り重 く,

僕 は葉 っぱ よ り軽 い。

　また,ボ タンや縄跳びで跳んだ数により,将 来の職業や結婚相手,子 供の数

を占う文句もある。

Pappi lukkari talonpoika kuppari 

rikas rakas köyhä varas 

keppikerjäläinen (APP159)

牧師　先生　農民　治療師

金持　恋人　貧乏　泥棒

物乞い

　唱え文句によっては,古 代の信仰伝承の名残を残す もの もあるが,未 知で不

安な現象 を知覚可能な ものや言葉による意志 と結びつけてしまう子供 に共通 し

た心理が,古 い伝承の保存 と,次 々に誕生する新 しい伝承の背景にあることは

疑 えない。

3.子 供のことば遊びの言葉とユーモア

　子供のことば遊びを,お もにそれらを伴 う活動により便宜的に九つに分類 し

たが,こ とば遊びは子供にとって単なる暇つぶ し以上の役割 を果た しているこ

とが分かる。 しか し,こ とば遊びの全てが決 して,そ れぞれのグループに明瞭

に分類 され るわけではない。一つのことば遊びがい くつ もの活動に伴って現れ

るの は きわ め て 日常 的 な こ とで,予 想 さ え困 難 で あ る[SANCHES&

KIRscHENBLATT-GIMBLETT　 1976:67]。 一年生をからか う歌の ように,は や し

ことばとして分類 されたものが,坂 を権で滑 るさい勢いをつける歌 として歌わ
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れた り,鬼 選びの遊び歌がただ もてあました暇 を埋めるために唱えられ ること

もある。ボタンを数えなが ら,将 来の職業や結婚相手を占う歌 もあや し歌 とし

て歌われた場合,指 遊びの歌 と本質的に変わるところがない。

　 これ ら種々の活動における遊びことばの役割 は本来強 く関連 しあっていて,

用いられる場 により一領域が浮上 して くると考 えられる。その背景 にあるのは,

子供のことば遊びに潜む子供の言語感覚 ともいえるい くつかの特徴である。そ

のなかで,特 に重要な役割を果た しているのは押韻である。 さきに述べたが,

はや しことばで,相 手を不快な事柄 と結びつけ,あ るいは遊び歌で滑稽 な状況

を歌 う面 白さを,押 韻のか もしだす愉快 さ,楽 しさと切 り離すことは不可能で

ある。 これは,ほ かのことば遊びについて も多かれ少なかれ言えることである。

　子供のことば遊びのなかで,押 韻の滑稽 さをか もしだす効果についてヴ ィル

タネンはこう述べている[VIRTANEN　 1972=224-6]。

「もし体験者である学童の立場か らユーモァをとらえるなら,両立 しえない

二つの概念を,押 韻によってつなげることは,滑 稽 さを生み出す ものの う

ち中心的な ものであるといえる。」

　 しか し,押 韻が子供のことば遊び と切 り離せないのは,恐 らくそれ よりもっ

と基本的なところにある。押韻は,子 供 にとって,理 由もな くただ面白 く心を

引きつけるものであるという[OpIE&OplE　 1967:17]指 摘 は重要である。子

供 にとっての 「言葉」は,大 人(少 な くとも近代社会 の)に とってのそれ とは

異なる性格 をもっている可能性がある。言葉は本来,音 により実現 され,音 に

より伝承されるものであったことは否定できない。 しかし,文 字 と書 きことば

の存在する社会では,我 々は音を意思 を伝達 し,自 己を表現するための単なる

手段 としかみず,ほ かの可能性は無視 しがちである。近代社会では,元 来,口

諦文学であったはずの詩 さえもが,韻 律 をほとん ど無視 した自由詩 として存在

しうる。 しか し子供にとって,規 則的 リズムの軽快 さ,押 韻によるこころよい

音の響 き,音 の強さ長 さ高低 などのいわゆる韻律的要素は,そ れ らを言語から

排除 した分節的部分 とともに,重 要な役割 を担っているのであろう。い くつか

の例で も見 たように,情 報的には取 るにた りない歌 をただ歌 うために歌 い楽 し

む場合があるのは,そ の ような感覚的に子供の心 に訴えかける力があるに違い

ない。そ して,Opie夫 妻の指摘するように,言 語能力の十分に発達 していない

子供にとって,押 韻詩は,未 知で予期せぬ状況を切 り抜 け,静 寂を破 り,深 い

感情を覆い,あ るいは激 しい興奮から湧 きでて くるもので もある[OPIE&OPIE

1967:18]o

　子供の ことば遊びには,大 人の文芸作品のように,芸 術的志向性 は恐 らくな
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いが,言 語機能論 において言 う感情表現の機能 と詩的な機能とが,伝 達機能 と

未分化の状態で存在す るといえよう。 またこれは川田が主張する,言 語 との音

楽の境界 を行 き来する無文字社会の 口頭伝承の示唆する音の重要性 と通 じてい

る[川 田1985:8-11]。 無文字社会において口頭伝承の持つ重要性はここであ

らためて強調す る必要はないが,そ の ような社会では,伝 達の機能を担 うのは,

音声言語の分節的側面 と韻律的側面総体 である。子供社会 も文字に頼らぬ文化

を継承 している点では一種 の無文字社会 である。

　本来つなが りの無いものが押韻により連合軸に置かれるのは,恐 らく子供に

とっては同 じ響 きを持つ言葉同士の必然的関係が感 じられるか らであろ う。幼

い子供 は英語のcatを 意味的に近いdogやlionよ り音韻的に近いmatやhat

と結びつける[SANcHEs&KIRscHENBLATT-GIMBLETT　 1976:67]。 同 じよう

に言葉の意味 と音 との関係 も,大 人 とは異なる目で見ていると思われる。大人

は,少 な くとも理屈のうえでは,音 と意味が偶然的な関係にあることを知って

いる。 しか し子供 にとっては,言 葉 とものの本質には必然的な関係が存在 して

いる。だからこそことば遊びでは,お か しく,奇 妙な音の組み合わせが好 まれ

る。 また,言 葉 とものの恣意的つなが りにしば しば新鮮な興味をしめ し,そ れ

で遊ぶこともできる。 しか しパ リを(Pariisi),世 界一大 きい米(riisi)と いっ

て笑 う子供のユーモアを全ての大人が共有 しているとはいえない。

　 また数々の呪いことばや占い歌 などは言語の呪性信仰 と結び付いている。こ

れ らは大人の世界で も決 して珍 しいことではないが,「お化け」を口にすること

を恐れ,約 束ことばを好む心理 とともに,音 声 として実現 される言葉 と事物 と

の関係 を直感す る原始的な感性の現れであることは疑 いない。

　子供の ことば遊びの特徴 は,ま た独特のユーモア感覚にもある。幼い子供の

「冗談」が しば しば大人 を笑 わせ るのは,そ れが全 く冗談になっていないためで

ある。かつて,フ ィンラン ドで三歳の子供 が面 白い冗談 といって話 して くれた

ことがあった。「2人 の男の人が橋 を渡っていて,1人 の人は帽子 をかぶ って

た」。本人の笑 いと役立たずの冗談に笑 ってしまったが,決 して彼の笑いを表面

だけの作 り笑 いで済 まして しまうことはで きない と思 う。ヴィルタネンは子供

たちに笑 いを生 じさせ る主 な状況 として次の四つを挙 げてい る[VIRTANEN

1972:222]。1.自 己誇示,2.滑 稽な組み合わせ,3.精 神的負担からの解放,4.

不確実であいまいな状況。事物の滑稽な組み合わせや予期 しない展開などが子

供たちに直感的に もたらす笑いは,遊 び歌やはや しことば,替 歌など子供のこ

とば遊びの多 くに見 られるものである。ここで押韻の果たす役割についてはさ

きに触れた。

　代表的なユーモアのジャンル は,自 己誇示のことば遊び として挙げた,い わ
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ゆるひっかけ質問やなぞなぞである。 これ らの特徴は,一 般に日常の数々の慣

習的な言語規範 を破 ることにある。語の多義性はコンテクス トによって限定 さ

れ,表 現は語用論的に解釈 されているが,子 供のことば遊びでは,こ のような

日常言語の規範を無視 し,両 義的な解釈の可能性 を極限まで遊ぶ ものが多いと

いえる。謎のうちの多 くは,謎 のパ ロデ ィー ともいえるもので,謎 というジャ

ンルまでが,見 せかけの論理 性によってひっくりかえされる。 また言葉の記号

性 を否定 し,音 や字 レベルの質問に切 り換えて しまうメタ言語的視点から言葉

を遊ぶこともできる。

　 ユーモアの感覚や理解の度合 は,子 供の言語 ・心理的発達 と深 く結び付 き,

用いられることば遊びは年齢により異なる[KoRKIAKANGAs　 1981:36][VIR-

TANEN　 1972:220]。 子供たちの謎やからかい言葉 も語の選択が恣意的で表現

形式が稚拙なため,大 人には面白 く感 じられないことがある。相手の返答を押

韻で不快な もの と結びつける遊びは6, .7歳 までで,9,10歳 では子供 じみたも

のと受けとるという[VIRTANEN　 1981:134]。 謎のうちで も,低 学年では,同

音語 を利 用す ることが多いが[KoRKIAkANGAs　 1981:36][SuTToN.SMITH

1976:115]。 なぜ一方では,別 の意味 を用いる必然性があるかは,説 明されな

い。一方,謎 のパロディーや多義的な冗談などは,低 学年の子供 には理解の限

界を越 えている。いわゆる 「像の冗談」を幼児はそのまま信 じ込んで しまう。

それが冗談であ り,さ らに謎のパロディーであることが分かるのは,一 定の知

的 レベルを前提に している。 またメタ言語的謎 も比較的後の段階になって理解

されるという[KORKIAKANGAS　 1981:63]。 しか し勝手な謎にひっかけられた

ものはその非論理性 に抗議 もせず,難 解な冗談に煙に巻かれた ものは説明を乞

うことは しない。彼 にとって,唯 一の仕返 しは自分が されたように,次 の犠牲

者 をみつけることである。

　 ユーモアとして子供 たちの数々の精神的要求に答えなが ら,し ば しばこれら

のことば遊びが嘲笑 し攻撃の対象 としているのは,子 供たちを圧迫 しているも

のである。数々ある冗談やパ ロデ ィーのたぐいが直接攻撃する相手のほかに,

「大人はしたい放題 をしても罰せ られず,子 供には許されない」理不尽な論理や

規則がある[KIvELA　 1982:8]。 言葉でさえ,学 校では,教 師か ら一方的にあた

えられ る文法や一定の価値観 に従 うことを子供たちに要求する[LEIwO　 1986:

115-6]。 謎のパ ロディーでは,相 手の期待 に反 して,見 せかけの論理で相手 を

ひっかけるが,こ こで安 っぽ く扱われ る論理 を寄 りどころに しているもの こそ,

学校教育であ り,世 間で通用 している論理である。 ことば遊びは,こ れらを嘲

笑 し,ま たその規則 を破 ることで,日 常の精神的圧迫を軽減 し緊張をほ ぐす治

療薬の役割を果 たしているといえるかも知れない。
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　本稿では,フ ィンラン ドの子供のことば遊びを題材 として,お もに子供の言

語感やユーモアについて論 じた。フィンラン ドの子供の ことば遊びの伝統は,

多 くの点でほかの ヨーロッパ諸国 と共通 している。これは,フ ィンラン ドが,

これ らと似通 った文化土壌 をもち,伝 播が容易な地域にあることを考えれば驚

くに足 らない。 しか し,中 にはジャンルあるいは形式 ・内容において 日本のも

の と非常に似た ものも多 くあった。異文化圏に属 し,媒 介 とする言葉の構造 さ

え大 きく異なる両者 に見 られる共通性 は,子 供の言語や心理の普遍性 とも大 き

く関わっているように思える。今後 この分野で,ほ かの文化や言語 との細密な

比較研究が進めば,こ れ らについて興味のある結果が期待で きよう。

注

　 本 論 中 挙 げ た こ と ば 遊 び の 資 料 の 出 典 は 以 下 の 通 りで あ る 。 出 典 の 記 され て い な

い もの は,フ ィ ン ラ ン ドで ご く一 般 に 用 い られ て い る もの で あ る。

(APP)=Virtanen　 1972.(LP)=Virtanen　 1981,(KN)=Lipponen　 1984,(KP)

=Lipponen　 1988 ,(KT)=Kivela　 1982.
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